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ユニリタでは、今後もユニリタマガ
ジンの見直しや改善を実施し、皆様
のお役に立てる情報をお届けする
ために、アンケートを実施します。
ぜひ、皆様の率直なご意見、ご感想
をお聞かせ下さい。

アンケートはこちら

第16回 システム管理者感謝の日イベント 
開催報告

特集

お客様の事例から生まれた
課題解決を支援する

「仮説提案フォーマット」

・ データ集計・加工・自動化 / EDI連携
・ 請求書発行の電子配信化 / 
   印刷アウトソーシング

・ カスタマーサクセス基盤の構築
・ ノウハウの継承/顧客との情報共有
・ データ分析基盤/経営可視化
・ クラウド基盤の積極的活用

第5回システム管理者アワード

2022 年 7 月 14 日に「第16回システム管理者感謝の日イベント 社会の変化の中心でシステム管理を叫ぶ！  ～メタバースから学ぶ、私たちのリア
ル～」をオンライン形式にて開催し、350名を超える方にご参加いただき、盛況のうちに終了いたしました。ご参加いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。

急速に発達する最新技術は企業の実務にも導入されてきており、「メタバース」などは新たなビジネスチャンスとして各界にもインパクトを与え
ると予想されています。またそれを支えるシステム管理という視点からは、システム管理者は最新技術と現場の実務の両方に対応することが求め
られています。リアルとバーチャルが融合する「デジタルツイン」などの最新技術を、システム管理の現場の実務にいかに活用し促進するかを考え
るきっかけになればとの想いから開催したイベント当日のプログラムをお伝えします。

「システム管理者アワード」とは各社で行われている”システムを支え
ている 人々への表彰や感謝の気持ちを伝える活動”を取り上げ、その
情報を発信することで、活動の輪を広げていく取り組みです。

今年は、活動報告の年間表彰として、株式会社インテック様、アー
ス製薬株式会社様、東京海上日動システムズ株式会社様、AJS株式会
社様、第一生命情報システム株式会社様の5社を表彰しました。また4
社様にはご登壇いただき、各社様の活動をご紹介いただきました。

今年度表彰されました5社様には、2022年度の当会の活動に対する
ご賛同・ご尽力に感謝いたしまして、アワード表彰の受賞による賞状、
記念盾、副賞（カレー 100個）を贈呈させていただきました。

システム管理者の会では、システム管理者を応援する各社の活動を
募集しています！

システム管理者の会では、これらのイベントのほか、システム管理
者に必要な知識とスキルの習得を目指すスキルアッププログラム「シ
ステム管理者認定講座」のオンライン開催を通じて、システム管理者
の育成と、その地位向上や業務の認知を目指し活動しています。興味
のある方は、「システム管理者の会」のWebサイトにて情報を発信して
いますので、ぜひ一度ご覧ください。

第16回システム管理者感謝の日イベント 開催報告システム
管理者の会

浅見様　橋谷田様　井上様

詳細はこちら 「システム管理者の会」
https://www.sysadmingroup.jp/ 

株式会社インテック
川中様

アース製薬株式会社
作地様

東京海上日動システムズ株式会社
清水様

第一生命情報システム株式会社
井上様　浅見様　橋谷田様

基調講演   「すべてを激変させる新潮流
    メタバースとシステム管理者のゆくえ」

コロナ禍をきっかけに働き方やコミュニケーションが変化を遂げ、利便性は向上
しているが偶然の出会いや雑談の機会が減ってきていること、それを解決するもの
がメタバースとなります。また今までのシステム管理とメタバースにおけるシステム
管理には違いがあり、メタバース空間の管
理、ルールや規制、マナーといった点の知
見も必要になってくるとのことでした。メタ
バースがとても身近なものになると同時に、
その管理について異なるスキルが必要とな
るなど、ご視聴された皆さんとってとても刺
激的な講演となりました。

日本マイクロソフト株式会社 
エバンジェリスト・業務執行役員

西脇 資哲 様

「6年前に初めてVRで空間に絵を描く体験をした際に、感動し心に刺さった」こと
がきっかけでVRアーティストになられたせきぐち様ですが、VRアーティストという職
業の前例がなかったときにも、今後の自分の仕事(職業)になると確信したとおっ
しゃっていました。また、「メタバースやVR
の世界は、あらゆる人の人生の幅を広げる
可能性がある」とメタバースの魅力を語っ
ていだくとともに、「最新技術の中でもシス
テム管理者の方の支援は必ず必要になる。
システム管理者視点だからこそ気づける課
題や仕事があるため、ぜひ体験してほしい」
と語っていただきました。

VRアーティスト

せきぐち あいみ 様

「メタバースによる変化、そして未来とは」特別講演１ 

世の中のテクノロジーは日進月歩で進化、成長をしており、テクノロジー主体となっ
てイノベーションが起きている事例が増えたことをお話しいただきました。例えば、
企業におけるDX推進の障害、経営者と情報システム部門とのギャップや乖離は少な
からず発生しており、経営課題に取り組みつつもITイノベーションを巻き起こす「イノ
ベーションを活用し事業貢献するゲームチェンジャー」が今後の情報システム部門に
求められるとおっしゃっていました。また今
後は、IT全般の取り組みとしてDXを推進す
るために自ら考え、行動をする人物、人材を
今の段階から育てる必要があるということ
を語られました。講演の最後には、チャット
に寄せられた質問・コメントにもお答えいた
だき、非常に盛り上がりました。    

喜多羅株式会社 Chief Evangelist　

喜多羅 滋夫 様

特別講演２  「デジタル活用で結果を出す
   ～その時システム管理者は～」



お客様の事例から生まれた
課題解決を支援する「仮説提案フォーマット」
中期経営計画は、企業が3～5年といった中期的に目指す姿と現状とのギャップを確認するための指標となります。これは企業
の方向性を示すことで従業員に共通の目的意識が醸成されるだけでなく、マーケットに対しても企業の経営方針や事業戦略をア
ピールする意味でも大変重要です。
中期経営計画では、売上目標などの具体的な数値目標を設定するだけでなく、「海外進出」や「経営基盤の強化」などの行動目

標を設定する企業も多く、中期経営計画をもとに策定する単年度の事業施策は、事業部門ごとに中期経営計画を踏襲しつつ、よ
り具体的な活動方針を策定する必要があります。
現在のビジネス環境に対応するためには、DXによる業務のデジタル化や業務サービスの利用増加、ビッグデータの活用によ

る業務分析などIT技術を活用した戦略も多く、ITが担う役割が非常に大きなものになってきています。企業のITを統括するIT部門
も同様に中期経営計画を踏襲した施策を策定する必要がありますが、IT技術の進歩の速さや新しいサービス・ソリューションが
次 と々生まれる現状の中、3~5年後を見据えたIT戦略を策定するのは非常に難しくなってきています。さまざまな業務でIT技術の
活用が進む中、ITを統括するIT部門・IT企画部門が策定する事業施策の重要度は増しています。
IT部門としての施策を策定するためには、中期経営計画から策定された各事業部門の施策と課題を取りまとめ、部門をまたい

だ対応優先度の設定、対応方針の合意など多くの時間が必要となります。

ユニリタでは、これまで多くのお客様のIT部門の役員・部門長の方々から中期経営計画をもとにしたITの取り組み事項や課題
をお聞きしてきました。中期経営計画の内容は、お客様の業種や業態によって大きく色が分かれますが、同じ業界の中期経営計
画は他業種と比べて似た傾向になることが多く、業界が抱える課題やトレンドを読み取ることができます。
IT戦略も同様で、業界独自の法律や制度への対応、専用機器類の導入など業種・業界により特色が出ますが、具現化されたIT

の取り組み事項は、それぞれ目的は違えども似たような対策になることも多くあります。

このことからユニリタでは、これまでお客様からお聞きした情報をもとに、お客様の中期経営計画から実際の取り組み事項、IT
の取り組み事項を取りまとめた「仮説提案フォーマット」を作成しています。
仮説提案フォーマットとは、実際のお客様の事例をもとに、中期経営計画の骨子から、中計の取り組み事項・課題、ITの取り組
み事項・課題、その具体的な対応策までをまとめています。お客様の中期経営計画を軸にした取り組み事項のディスカッションで
は、仮説提案フォーマットを利用してお客様のIT課題をヒアリングさせていただくことで、他社の事例をもとにしたIT課題の具体
的な解決策を提案しています。
下の表は、業界を問わずお客様の中期経営計画によく取り
上げられるキーワードを縦軸、IT課題を横軸に配置し、その解
決に活用いただける6つの仮説提案フォーマットをマッピング
したものです。いずれも実際にお客様のIT課題を解決した事例
ですので、みなさまのIT課題の解決の参考になるはずです。次
ページ以降には、各仮説提案フォーマットの説明を掲載してい
ますので、ぜひご覧いただき、みなさまの課題解決の検討にお
役立てください。
また、今回ご紹介した6つのほかにも仮説提案フォーマット
をご用意しています。今後もお客様からのヒアリングを通じ、IT
課題の解決を支援していきます。なにかお困りの課題がありま
したらお気軽にユニリタまでご相談ください。

IT課題
中期経営計画

経営管理・経営改善 ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

デジタルを活用した
既存事業の分析 戦略的投資 デジタル化による

既存業務の効率化
ノンコア業務の
アウトソーシング化 技術継承と人材育成 顧客エンゲージメント

の向上

生産体制基盤の構築

コア事業の安定化・強化

業務効率化

多様な人材の育成/コア業務への注力

データ分析基盤/
経営可視化

クラウド基盤の
積極的活用

データ集計・加工・自動化/
EDI連携

請求書発行の電子配信化 /
印刷アウトソーシング

ノウハウの継承 /
業務プロセスの可視化 /
顧客との情報共有

カスタマーサクセス
基盤の構築
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データ集計・加工・自動化 / EDI連携 請求書発行の電子配信化 / 印刷アウトソーシング
ITの取り組み事項・課題

各事業部からのデータ提供依頼が増えており、データ抽出業務が煩雑になっている

新規代理店とのデータ連携の際に、データ仕様が自社の共通レイアウトに合わない場合は、個別の仕様確認や実装が入っ
てしまい、代理店とのサービス開始までに時間がかかる

代理店向けに実績データを公開するのに約1週間、データ抽出や加工要件によっては1カ月程度かかるケースもあるため、
差分連携や全件の連携などの代理店ニーズに合わせた販売データの提供ができていない

製造業A社様では、業務改善やコスト削減のための業務分析
や、ビジネス基盤の整備のためのデジタルデータ活用といった事
業部門からのデータ抽出のニーズが高まっていました。このよう
な状況のなか、IT部門では各事業部門からのデータ提供依頼が増
えており、データ抽出業務が煩雑化していました。データ活用基
盤としてBI製品を全社導入していましたが、老朽化のため増加し
たデータ抽出要求に耐えられなくなっていました。また、事業部
門ではExcelを利用するため、データ抽出のために高価で操作難
易度の高いBI製品を利用するのは現実的ではなく新たなデータ
活用基盤を必要としていました。

さらに、ISDNサービス「INSネット ディジタル通信モード」が固定
電話網のIP化にともない2024年1月に終了することから、従来の
EDIからインターネットEDIへの移行も早急におこなう必要があり
ました。EDIの導入は新たな通信装置を入れればよいわけではな
く、業務システムとの連携が必要不可欠であわせて検討する必要

がありました。また、EDIで受領した請求データと、会計システムの
レコードレイアウトが異なっているためデータの加工が必須で、
取引先ごとに請求データのレイアウトが異なる可能性が高く、取
引先ごとにデータ加工プログラムの開発をおこなっていましたが、
プログラム開発は時間を要するため新規代理店が増えた際に
サービス開始までに時間がかかることが課題になっていました。

データ加工業務をExcelでの手作業やプログラム開発での対応
から、サービスの利用に舵を切ることでデータ加工工数やプログ
ラム開発工数を大幅に削減しました。ETLツールをベースとした
サービスを利用したことから、データ提供までの時間も大幅に削
減でき、事業部門からのデータ提供要請や新規取引先とのEDI取
引を迅速に対応することが可能になりました。また、各事業部門
からのデータ提供の高速化も実現でき、ビジネス基盤強化にも
大きく貢献しています。

「まるっとデータ変換・加工クラウドサービス」は、データ変換・加工処理、さらに運用保守業務をクラウドインフラでアウトソーシン
グできるサービスです。データの連携加工要件を提供いただければ、お客様はデータ変換・連携のロジックを構築する必要は一切あ
りません。構築から運用までを、ユニリタで一手に引き受けます。

各事業部門で別々におこなっている印刷した請求書の仕分け・封入封緘といった、請求書発行の複雑な業務要件を実現
できるアウトソーシングサービスの導入により業務の効率化を図る

紙郵送の請求書を電子配信に変えることでリードタイムの短縮とキャッシュインの早期化を目指す

帳票業務は企業の長い歴史の中で複雑な運用となっていること
から担当者の経験に依存しているケースも多く、担当者の高齢化
に伴う業務継承や業務の標準化に悩まれているケースも多くあり
ます。企業間取引で使用される請求書発行業務は、取引先や営業
担当者の意向で定常的に特殊対応をしているケースもあり、複雑
な運用になりやすい業務の一つに挙げられます。複数の事業をお
こない各事業部門で独立採算制を導入している場合、この請求書
発行業務を事業部門ごとにおこなっている企業も多くあります。

食品メーカーB社様では、非常に手間がかかる請求書発行業務
を3つの事業部門で別々におこなっていました。配送先ごとの仕
分け作業や封入封緘作業だけでなく得意先ごとの特殊対応も多
く、担当者への負荷の増大化・特殊対応の属人化が課題になって
いました。

さらに、印刷を一括しておこなっていたIT部門の大型プリン

ターの保守契約が終了することもあり、請求書発行業務自体をア
ウトソーシングすることを検討していました。

将来的な請求書のWeb配信を視野に入れ、請求書Web配信
サービスを検討していましたが、紙郵送は当面残るため各事業
部門固有の帳票発送運用の継続が必須であることからサービス
選定に苦慮していました。

ユニリタでは、各事業部門の請求書発行業務をヒアリングと業
務立ち合いにより理解し、運用設計で業務の可視化をおこなうと
ともに、Web配信化への移行も視野に入れた柔軟なシステム設
計・構築を実施しました。請求書のPDFファイルの受領から請求
書の印刷、特殊業務運用の対応、郵送発送までの請求書発行業
務をアウトソーシングしたことで、各事業部門固有の業務要件を
継承しつつ、請求書発行にかかる人的コストの削減と社内リソー
スの有効的なアサインを実現しました。

　「まるっと帳票クラウドサービス」は帳票の出力業務をクラウドインフラでアウトソーシングできるサービスです。
　プリンターによる紙への印刷と封入封緘、配送業務のアウトソーシングに加え、帳票の電子化による Web 配信もユニリタが一手に引
き受けます。「自社の封筒を使って発送したい」、「特定発送先には同封物を入れたい」など、お客様の現在の業務要件をそのままに、
請求書などの帳票発行業務をアウトソーシングできるサービスです。

解決への取り組み

サービス概要

サービス概要

解決への取り組み

ITの取り組み事項・課題
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手作業や人の判断に頼る業務が多く、人件費も時間もかかってしまう
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帳票保管

PDF

PDF

帳票データをシステムからは
自動アップロード、
担当者からは手動アップロード

お客様専用
サイト

紙帳票の郵送

帳票の電子配信

封入封緘代行

お取引様専用
サイト 帳票ダウンロード

メール通知

PDF

郵送代行

お取引先様

お取引先様

HTTPS

HTTPS

HTTPS

帳票生成 / 仕分け

まるっと帳票クラウドサービス

UNIRITA
Cloud Printer

PDF

印  

刷

サ
ー
ビ
ス
利
用
前

サ
ー
ビ
ス
利
用
後

取引先連携基盤 取引先との通信基幹システム 取引先システム

自社 取引先　サプライヤー　納品先企業

システム（A社）
ファイルヘッダー 取引先データ1 明細データ1-1

明細データ1-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ3 明細データ3-1

明細データ3-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ4 明細データ4-1

明細データ4-2

プロトコルプロトコル

データ交換

プロトコル

データ交換

運用サービス

インターネット　EDI
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｐ

A社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1
明細データ1-2

C社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1 明細データ1-2

B社
ファイルヘッダー前半

取引先データ1
明細データ1-1

ファイルヘッダー後半
取引先データ1
明細データ1-2

基幹システム 取引先連携基盤 全銀手順 取引先システム
自社 取引先　サプライヤー　納品先企業

システム（A社）
ファイルヘッダー 取引先データ1 明細データ1-1

明細データ1-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
変
換

全
銀
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

ISDN回線
標準モデム

A社

B社

C社

A社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1
明細データ1-2

C社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1 明細データ1-2

B社
ファイルヘッダー前半

取引先データ1
明細データ1-1

ファイルヘッダー後半
取引先データ1
明細データ1-2

サ
ー
ビ
ス
利
用
前

サ
ー
ビ
ス
利
用
後
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データ集計・加工・自動化 / EDI連携 請求書発行の電子配信化 / 印刷アウトソーシング
ITの取り組み事項・課題

各事業部からのデータ提供依頼が増えており、データ抽出業務が煩雑になっている

新規代理店とのデータ連携の際に、データ仕様が自社の共通レイアウトに合わない場合は、個別の仕様確認や実装が入っ
てしまい、代理店とのサービス開始までに時間がかかる

代理店向けに実績データを公開するのに約1週間、データ抽出や加工要件によっては1カ月程度かかるケースもあるため、
差分連携や全件の連携などの代理店ニーズに合わせた販売データの提供ができていない

製造業A社様では、業務改善やコスト削減のための業務分析
や、ビジネス基盤の整備のためのデジタルデータ活用といった事
業部門からのデータ抽出のニーズが高まっていました。このよう
な状況のなか、IT部門では各事業部門からのデータ提供依頼が増
えており、データ抽出業務が煩雑化していました。データ活用基
盤としてBI製品を全社導入していましたが、老朽化のため増加し
たデータ抽出要求に耐えられなくなっていました。また、事業部
門ではExcelを利用するため、データ抽出のために高価で操作難
易度の高いBI製品を利用するのは現実的ではなく新たなデータ
活用基盤を必要としていました。

さらに、ISDNサービス「INSネット ディジタル通信モード」が固定
電話網のIP化にともない2024年1月に終了することから、従来の
EDIからインターネットEDIへの移行も早急におこなう必要があり
ました。EDIの導入は新たな通信装置を入れればよいわけではな
く、業務システムとの連携が必要不可欠であわせて検討する必要

がありました。また、EDIで受領した請求データと、会計システムの
レコードレイアウトが異なっているためデータの加工が必須で、
取引先ごとに請求データのレイアウトが異なる可能性が高く、取
引先ごとにデータ加工プログラムの開発をおこなっていましたが、
プログラム開発は時間を要するため新規代理店が増えた際に
サービス開始までに時間がかかることが課題になっていました。

データ加工業務をExcelでの手作業やプログラム開発での対応
から、サービスの利用に舵を切ることでデータ加工工数やプログ
ラム開発工数を大幅に削減しました。ETLツールをベースとした
サービスを利用したことから、データ提供までの時間も大幅に削
減でき、事業部門からのデータ提供要請や新規取引先とのEDI取
引を迅速に対応することが可能になりました。また、各事業部門
からのデータ提供の高速化も実現でき、ビジネス基盤強化にも
大きく貢献しています。

「まるっとデータ変換・加工クラウドサービス」は、データ変換・加工処理、さらに運用保守業務をクラウドインフラでアウトソーシン
グできるサービスです。データの連携加工要件を提供いただければ、お客様はデータ変換・連携のロジックを構築する必要は一切あ
りません。構築から運用までを、ユニリタで一手に引き受けます。

各事業部門で別々におこなっている印刷した請求書の仕分け・封入封緘といった、請求書発行の複雑な業務要件を実現
できるアウトソーシングサービスの導入により業務の効率化を図る

紙郵送の請求書を電子配信に変えることでリードタイムの短縮とキャッシュインの早期化を目指す

帳票業務は企業の長い歴史の中で複雑な運用となっていること
から担当者の経験に依存しているケースも多く、担当者の高齢化
に伴う業務継承や業務の標準化に悩まれているケースも多くあり
ます。企業間取引で使用される請求書発行業務は、取引先や営業
担当者の意向で定常的に特殊対応をしているケースもあり、複雑
な運用になりやすい業務の一つに挙げられます。複数の事業をお
こない各事業部門で独立採算制を導入している場合、この請求書
発行業務を事業部門ごとにおこなっている企業も多くあります。

食品メーカーB社様では、非常に手間がかかる請求書発行業務
を3つの事業部門で別々におこなっていました。配送先ごとの仕
分け作業や封入封緘作業だけでなく得意先ごとの特殊対応も多
く、担当者への負荷の増大化・特殊対応の属人化が課題になって
いました。

さらに、印刷を一括しておこなっていたIT部門の大型プリン

ターの保守契約が終了することもあり、請求書発行業務自体をア
ウトソーシングすることを検討していました。

将来的な請求書のWeb配信を視野に入れ、請求書Web配信
サービスを検討していましたが、紙郵送は当面残るため各事業
部門固有の帳票発送運用の継続が必須であることからサービス
選定に苦慮していました。

ユニリタでは、各事業部門の請求書発行業務をヒアリングと業
務立ち合いにより理解し、運用設計で業務の可視化をおこなうと
ともに、Web配信化への移行も視野に入れた柔軟なシステム設
計・構築を実施しました。請求書のPDFファイルの受領から請求
書の印刷、特殊業務運用の対応、郵送発送までの請求書発行業
務をアウトソーシングしたことで、各事業部門固有の業務要件を
継承しつつ、請求書発行にかかる人的コストの削減と社内リソー
スの有効的なアサインを実現しました。

　「まるっと帳票クラウドサービス」は帳票の出力業務をクラウドインフラでアウトソーシングできるサービスです。
　プリンターによる紙への印刷と封入封緘、配送業務のアウトソーシングに加え、帳票の電子化による Web 配信もユニリタが一手に引
き受けます。「自社の封筒を使って発送したい」、「特定発送先には同封物を入れたい」など、お客様の現在の業務要件をそのままに、
請求書などの帳票発行業務をアウトソーシングできるサービスです。

解決への取り組み

サービス概要

サービス概要

解決への取り組み

ITの取り組み事項・課題

システム

担当者

シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ

を
抽
出
し
帳
票
を
作
成

お客様の作業

手作業や人の判断に頼る業務が多く、人件費も時間もかかってしまう

紙帳票の郵送

お取引先

お取引先

郵
送
代
行

仕
分
け
作
業

封
入
封
緘
作
業

システム

担当者

お客様の作業

帳票保管

PDF

PDF

帳票データをシステムからは
自動アップロード、
担当者からは手動アップロード

お客様専用
サイト

紙帳票の郵送

帳票の電子配信

封入封緘代行

お取引様専用
サイト 帳票ダウンロード

メール通知

PDF

郵送代行

お取引先様

お取引先様

HTTPS

HTTPS

HTTPS

帳票生成 / 仕分け

まるっと帳票クラウドサービス

UNIRITA
Cloud Printer

PDF

印  

刷

サ
ー
ビ
ス
利
用
前

サ
ー
ビ
ス
利
用
後

取引先連携基盤 取引先との通信基幹システム 取引先システム

自社 取引先　サプライヤー　納品先企業

システム（A社）
ファイルヘッダー 取引先データ1 明細データ1-1

明細データ1-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ3 明細データ3-1

明細データ3-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ4 明細データ4-1

明細データ4-2

プロトコルプロトコル

データ交換

プロトコル

データ交換

運用サービス

インターネット　EDI
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｐ

A社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1
明細データ1-2

C社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1 明細データ1-2

B社
ファイルヘッダー前半

取引先データ1
明細データ1-1

ファイルヘッダー後半
取引先データ1
明細データ1-2

基幹システム 取引先連携基盤 全銀手順 取引先システム
自社 取引先　サプライヤー　納品先企業

システム（A社）
ファイルヘッダー 取引先データ1 明細データ1-1

明細データ1-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2システム（B社）
ファイルヘッダー 取引先データ2 明細データ2-1

明細データ2-2

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
変
換

全
銀
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

ISDN回線
標準モデム

A社

B社

C社

A社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1
明細データ1-2

C社
ファイルヘッダー
取引先データ1
明細データ1-1 明細データ1-2

B社
ファイルヘッダー前半

取引先データ1
明細データ1-1

ファイルヘッダー後半
取引先データ1
明細データ1-2

サ
ー
ビ
ス
利
用
前

サ
ー
ビ
ス
利
用
後
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カスタマーサクセス基盤の構築 データ分析基盤/経営可視化

ノウハウの継承 /業務プロセスの可視化 /顧客との情報共有 クラウド基盤の積極的活用

市場での働き方の変化で事業ポートフォリオ転換を余儀なくさ
れた製造業のC社様は、培ってきた技術を利用し、成長が見込め
るサブスクリプションビジネスへ参画することとしました。「顧客
情報管理(CRM)」「業務プロセスの可視化 / 活動管理」「評価指標

の可視化」を支援し、「管理・連携項目の追加」「アクションの“型
化”」といった基盤を導入することで、顧客情報の一元管理と状況
を的確に把握し、組織連携をはかりながらカスタマーサクセスの
プロセスを改善できる環境の構築を実現しました。

ユニリタではカスタマーサクセスにおける
教育やプロセス設計といった部分のコンサル
ティングサービスや、 「Growwwing（グロー
ウィング）」といったカスタマーサクセス基盤、
カスタマーサクセスを実現するために付随す
る業務を効果的に支援するサービスを提供し
ています。業務の品質向上、解約率の低減や
追加発注の増大など効果的なカスタマーサク
セス活動を実現できるサービスを提供します。

提供サービス

データ連携基盤

カスタマー
サクセス
活動実施

データ連携
サービス利用

問い合わせ

コミュニティ活動

カスタマーサクセス担当

顧客

企業内データ
会計、生産、

勤怠、人事 etc...

コミュニケーション
基盤

サポート基盤

カスタマーサクセス基盤

サブスクリプションのサービスにおいて、顧客との継続した関係性を構築するカスタマーサクセスの実現は非常に重要
で、組織的な変革と共にプロアクティブな関係性を構築できる仕組みが必要

営業部門と直接業務、間接業務をおこなうフィールドサービス部門との情報共有が横割り組織の弊害で共有できていない

ITの取り組み事項・課題

解決への取り組み

サービス概要

「まるっとコミュニティクラウドサービス」
の、お知らせ、チャット、動画配信、ファイ
ル共有といった数々の機能により、コミュニ
ケーションの課題解決をセキュアな環境で実
現します。企業と顧客だけではなく、社内の
プロジェクトや、チーム間、部門間でのやり
取りなど、さまざまなシーンで人と人のコラ
ボレーションを促進し、仕事の生産性を向上
することができます。

また、時間や場所にとらわれない自由度
の高いクラウドサービスを利用することによ
り、多様な働き方を実現し、企業のリモート
ワーク推進を支援します。

ITの取り組み事項・課題
製造工程の中で、専門性の高い製品は知識の習得が難しく、コンテンツも散在している。また営業部門では販売ノウハ
ウもベテランセールスの力量任せとなっており、知識の共有とノウハウの継承が急務

お客様の要望に応えるため、均一した製品、サービスを提案するための製販連携プロセスのデジタル化をおこなうこと
で事業の効率化に結びつけたい

製造販売D社様では、販売する製品の多くは専門性の高い受
注生産品のため、生産は熟練工に依存し属人化しています。同時
に熟練工の高齢化が進み、このままでは事業継続の危機に陥る

恐れもあるため、貴重なノウハウである作業工程を記録し動画視
聴で学べるようにするなど、事業継承するための環境を整備しま
した。

サービス利用前 サービス利用後

本　部

工　場

製品を現物で確認する必要がある…

製品紹介時に
細かいのは来て
確認いただく
必要がある…

顧客からの
質問に答えたいが
マニュアルない…

先輩に
聞きたいけど
忙しそう…

問合せしても
回答がなかなか
こない…

製品の情報が
いつでも
どこでも確認

遠隔でも
製品の情報を
共有

ナレッジが
蓄積され

マニュアルなくても
伝承できる

情報が
社内で共有
される

顧　客 工　場 顧　客

本　部

サービス概要

解決への取り組み

ITの取り組み事項・課題
データ量が年々増加していくことによるコンピュータリソースの増強やデータ処理スピードの低下対策にできる限り費
用や手間をかけたくない

センサーなどからデータを取得しデータの可視化をおこない、改善を進めるだけではなく収集基盤を流用して経理、生
産、販売データなどを活用したデータ分析に応用したい

現在、DXの推進により、さまざまな企業でデータの蓄積と活用
が進められています。製造業のE社様では「工場IoT」で得られた
データを活用したデジタル化を実現し、エンジニアリングチェー

ンやサプライチェーンなどの工場における業務プロセスの品質
向上や、商品の品質と付加価値の向上を図るとともに、経営改革、
経営可視化を進めています。

「Waha! Analysis Platform」では、データド
リブン経営の要となる「データ活用基盤：
BI・DWH＋ETL」を PaaS によるワンストップ
サービスとして提供します。適材適所による
パフォーマンスの最大化、クラウドインフラを
含めた PaaS を利用することでシステム運用の
負荷を最小化できます。また、初期費用や工
数を抑えたスモールスタートでの利用が可能
で、今後のビジネスの拡大に応じて利用規模
を拡張していくこともできます。

解決への取り組み

サービス概要

ITの取り組み事項・課題
基幹システムの老朽化対応。特に、保守終了によるサーバー機の更改と古いWindows Server OSへの対応が急務である
OSのアップデート対応だけでシステム刷新に近いコストがかかるため、基幹システム刷新プロジェクトと現行システムの延
命措置を並行して進める必要がある
システム運用の負荷を軽減したい

製造業F社様では、基幹システムをクラウド環境に移行（クラウ
ドリフト）し、コストと工数のかかるサーバー更新の問題を解決、
古いOSは仮想基盤に乗せることで延命措置を図りました。さら
に、ハードウェアやミドルウェアレイヤーのメンテナンスや、シス
テムインフラの監視、バックアップ、障害時のエスカレーション対
応、セキュリティー強化といった運用業務もアウトソーシングする
ことで、IT部門の工数を大幅に削減できました。また、IT投資を設

備投資からランニングコストにシフトし、IT環境の変化に柔軟に
対応可能なシステム基盤を構築し、自社のニーズに合わせた最
適なシステム環境へ変化（クラウドシフト）させていくことが可能
となりました。

その結果、無駄の無いITリソースと人材活用により、DX推進と
いった企業貢献度の高い業務により注力できるIT部門への変革
を実現しています。

「ユ ニリタクラウドサービス」は、
稼働率 99.99％のクラウド基盤を採用
し、パブリッククラウドのコストメリッ
トとプライベートクラウドの柔軟性を
併せ持っています。また、OS からミ
ドルウェア、アプリ領域までの運用サー
ビスメニューもご用意しており、IT 部
門の負荷軽減を実現するフルマネー
ジドサービス IaaS を提供しています。

自社内や工場に設置

監視 機器故障

冗長対応
バックアップ

BCP
EOS

Windows2008 ファイル
サーバー 停電対応

セキュリティー強化
ベンダー管理など

運用管理業務

インフラ障害対応

ベンダー管理など

運用管理業務

MWレイヤーまでの
運用管理は任せたよ

この余裕が出た分を
DX対応などに活用できる

クラウド化でコスト面のみならず、運用管理負担の大幅削減。
人的リソースの有効活用が可能に！

解決への取り組み

サービス概要

コミュニティを
使ってデジタルで解決

インフラ障害対応

Waha! Analysis Platform

収集
データソース データレイク Waha! Analysis Platform

蓄積 分析 活用

工場

プラント

倉庫

データ編集プラットホーム

データ管理プラットホーム
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データ活用プラットホーム
転
送

データ変換・加工・抽出処理

稼働状況など見える化
カイゼンの検討・方針検討
シュミレーション・分析・最適化
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カスタマーサクセス基盤の構築 データ分析基盤/経営可視化

ノウハウの継承 /業務プロセスの可視化 /顧客との情報共有 クラウド基盤の積極的活用

市場での働き方の変化で事業ポートフォリオ転換を余儀なくさ
れた製造業のC社様は、培ってきた技術を利用し、成長が見込め
るサブスクリプションビジネスへ参画することとしました。「顧客
情報管理(CRM)」「業務プロセスの可視化 / 活動管理」「評価指標

の可視化」を支援し、「管理・連携項目の追加」「アクションの“型
化”」といった基盤を導入することで、顧客情報の一元管理と状況
を的確に把握し、組織連携をはかりながらカスタマーサクセスの
プロセスを改善できる環境の構築を実現しました。

ユニリタではカスタマーサクセスにおける
教育やプロセス設計といった部分のコンサル
ティングサービスや、 「Growwwing（グロー
ウィング）」といったカスタマーサクセス基盤、
カスタマーサクセスを実現するために付随す
る業務を効果的に支援するサービスを提供し
ています。業務の品質向上、解約率の低減や
追加発注の増大など効果的なカスタマーサク
セス活動を実現できるサービスを提供します。

提供サービス

データ連携基盤

カスタマー
サクセス
活動実施

データ連携
サービス利用

問い合わせ

コミュニティ活動

カスタマーサクセス担当

顧客

企業内データ
会計、生産、

勤怠、人事 etc...

コミュニケーション
基盤

サポート基盤

カスタマーサクセス基盤

サブスクリプションのサービスにおいて、顧客との継続した関係性を構築するカスタマーサクセスの実現は非常に重要
で、組織的な変革と共にプロアクティブな関係性を構築できる仕組みが必要

営業部門と直接業務、間接業務をおこなうフィールドサービス部門との情報共有が横割り組織の弊害で共有できていない

ITの取り組み事項・課題

解決への取り組み

サービス概要

「まるっとコミュニティクラウドサービス」
の、お知らせ、チャット、動画配信、ファイ
ル共有といった数々の機能により、コミュニ
ケーションの課題解決をセキュアな環境で実
現します。企業と顧客だけではなく、社内の
プロジェクトや、チーム間、部門間でのやり
取りなど、さまざまなシーンで人と人のコラ
ボレーションを促進し、仕事の生産性を向上
することができます。

また、時間や場所にとらわれない自由度
の高いクラウドサービスを利用することによ
り、多様な働き方を実現し、企業のリモート
ワーク推進を支援します。

ITの取り組み事項・課題
製造工程の中で、専門性の高い製品は知識の習得が難しく、コンテンツも散在している。また営業部門では販売ノウハ
ウもベテランセールスの力量任せとなっており、知識の共有とノウハウの継承が急務

お客様の要望に応えるため、均一した製品、サービスを提案するための製販連携プロセスのデジタル化をおこなうこと
で事業の効率化に結びつけたい

製造販売D社様では、販売する製品の多くは専門性の高い受
注生産品のため、生産は熟練工に依存し属人化しています。同時
に熟練工の高齢化が進み、このままでは事業継続の危機に陥る

恐れもあるため、貴重なノウハウである作業工程を記録し動画視
聴で学べるようにするなど、事業継承するための環境を整備しま
した。

サービス利用前 サービス利用後

本　部

工　場

製品を現物で確認する必要がある…

製品紹介時に
細かいのは来て
確認いただく
必要がある…

顧客からの
質問に答えたいが
マニュアルない…

先輩に
聞きたいけど
忙しそう…

問合せしても
回答がなかなか
こない…

製品の情報が
いつでも
どこでも確認

遠隔でも
製品の情報を
共有

ナレッジが
蓄積され

マニュアルなくても
伝承できる

情報が
社内で共有
される

顧　客 工　場 顧　客

本　部

サービス概要

解決への取り組み

ITの取り組み事項・課題
データ量が年々増加していくことによるコンピュータリソースの増強やデータ処理スピードの低下対策にできる限り費
用や手間をかけたくない

センサーなどからデータを取得しデータの可視化をおこない、改善を進めるだけではなく収集基盤を流用して経理、生
産、販売データなどを活用したデータ分析に応用したい

現在、DXの推進により、さまざまな企業でデータの蓄積と活用
が進められています。製造業のE社様では「工場IoT」で得られた
データを活用したデジタル化を実現し、エンジニアリングチェー

ンやサプライチェーンなどの工場における業務プロセスの品質
向上や、商品の品質と付加価値の向上を図るとともに、経営改革、
経営可視化を進めています。

「Waha! Analysis Platform」では、データド
リブン経営の要となる「データ活用基盤：
BI・DWH＋ETL」を PaaS によるワンストップ
サービスとして提供します。適材適所による
パフォーマンスの最大化、クラウドインフラを
含めた PaaS を利用することでシステム運用の
負荷を最小化できます。また、初期費用や工
数を抑えたスモールスタートでの利用が可能
で、今後のビジネスの拡大に応じて利用規模
を拡張していくこともできます。

解決への取り組み

サービス概要

ITの取り組み事項・課題
基幹システムの老朽化対応。特に、保守終了によるサーバー機の更改と古いWindows Server OSへの対応が急務である
OSのアップデート対応だけでシステム刷新に近いコストがかかるため、基幹システム刷新プロジェクトと現行システムの延
命措置を並行して進める必要がある
システム運用の負荷を軽減したい

製造業F社様では、基幹システムをクラウド環境に移行（クラウ
ドリフト）し、コストと工数のかかるサーバー更新の問題を解決、
古いOSは仮想基盤に乗せることで延命措置を図りました。さら
に、ハードウェアやミドルウェアレイヤーのメンテナンスや、シス
テムインフラの監視、バックアップ、障害時のエスカレーション対
応、セキュリティー強化といった運用業務もアウトソーシングする
ことで、IT部門の工数を大幅に削減できました。また、IT投資を設

備投資からランニングコストにシフトし、IT環境の変化に柔軟に
対応可能なシステム基盤を構築し、自社のニーズに合わせた最
適なシステム環境へ変化（クラウドシフト）させていくことが可能
となりました。

その結果、無駄の無いITリソースと人材活用により、DX推進と
いった企業貢献度の高い業務により注力できるIT部門への変革
を実現しています。

「ユ ニリタクラウドサービス」は、
稼働率 99.99％のクラウド基盤を採用
し、パブリッククラウドのコストメリッ
トとプライベートクラウドの柔軟性を
併せ持っています。また、OS からミ
ドルウェア、アプリ領域までの運用サー
ビスメニューもご用意しており、IT 部
門の負荷軽減を実現するフルマネー
ジドサービス IaaS を提供しています。

自社内や工場に設置

監視 機器故障

冗長対応
バックアップ

BCP
EOS

Windows2008 ファイル
サーバー 停電対応

セキュリティー強化
ベンダー管理など

運用管理業務

インフラ障害対応

ベンダー管理など

運用管理業務

MWレイヤーまでの
運用管理は任せたよ

この余裕が出た分を
DX対応などに活用できる

クラウド化でコスト面のみならず、運用管理負担の大幅削減。
人的リソースの有効活用が可能に！

解決への取り組み

サービス概要

コミュニティを
使ってデジタルで解決

インフラ障害対応

Waha! Analysis Platform

収集
データソース データレイク Waha! Analysis Platform

蓄積 分析 活用

工場

プラント

倉庫

データ編集プラットホーム

データ管理プラットホーム
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データ変換・加工・抽出処理

稼働状況など見える化
カイゼンの検討・方針検討
シュミレーション・分析・最適化
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アンケートご協力のお願い

https://cl.unirita.co.jp/mg65-qu

MG65 -2208 -500-12022 UNIRITA Inc.C

※ 本誌掲載の会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。
※ 掲載されている内容については、改善などのため予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

株式会社ヒューアップテクノロジー ／ 株式会社ビーティス ／ 
株式会社データ総研 ／ 備実必（上海）軟件科技有限公司 ／ 
株式会社ビーエスピーソリューションズ ／ 株式会社ユニ･トランド ／ 
株式会社ユニリタプラス ／ 株式会社無限 ／ 株式会社ユニリタエスアール　

ユニリタグループ

〒108-6029 東京都港区港南2-15-1 品川インターシティＡ棟 
〒451-0045 名古屋市西区名駅3-9-37 合人社名駅3ビル 

本 　 　 　 　 社
名 古 屋 営 業 所

www.unirita.co.jp
ユニリタでは、今後もユニリタマガ
ジンの見直しや改善を実施し、皆様
のお役に立てる情報をお届けする
ために、アンケートを実施します。
ぜひ、皆様の率直なご意見、ご感想
をお聞かせ下さい。

アンケートはこちら

第16回 システム管理者感謝の日イベント 
開催報告

特集

お客様の事例から生まれた
課題解決を支援する

「仮説提案フォーマット」

・ データ集計・加工・自動化 / EDI連携
・ 請求書発行の電子配信化 / 
   印刷アウトソーシング

・ カスタマーサクセス基盤の構築
・ ノウハウの継承/顧客との情報共有
・ データ分析基盤/経営可視化
・ クラウド基盤の積極的活用

第5回システム管理者アワード

2022 年 7 月 14 日に「第16回システム管理者感謝の日イベント 社会の変化の中心でシステム管理を叫ぶ！  ～メタバースから学ぶ、私たちのリア
ル～」をオンライン形式にて開催し、350名を超える方にご参加いただき、盛況のうちに終了いたしました。ご参加いただいた皆様、誠にありがとう
ございました。

急速に発達する最新技術は企業の実務にも導入されてきており、「メタバース」などは新たなビジネスチャンスとして各界にもインパクトを与え
ると予想されています。またそれを支えるシステム管理という視点からは、システム管理者は最新技術と現場の実務の両方に対応することが求め
られています。リアルとバーチャルが融合する「デジタルツイン」などの最新技術を、システム管理の現場の実務にいかに活用し促進するかを考え
るきっかけになればとの想いから開催したイベント当日のプログラムをお伝えします。

「システム管理者アワード」とは各社で行われている”システムを支え
ている 人々への表彰や感謝の気持ちを伝える活動”を取り上げ、その
情報を発信することで、活動の輪を広げていく取り組みです。

今年は、活動報告の年間表彰として、株式会社インテック様、アー
ス製薬株式会社様、東京海上日動システムズ株式会社様、AJS株式会
社様、第一生命情報システム株式会社様の5社を表彰しました。また4
社様にはご登壇いただき、各社様の活動をご紹介いただきました。

今年度表彰されました5社様には、2022年度の当会の活動に対する
ご賛同・ご尽力に感謝いたしまして、アワード表彰の受賞による賞状、
記念盾、副賞（カレー 100個）を贈呈させていただきました。

システム管理者の会では、システム管理者を応援する各社の活動を
募集しています！

システム管理者の会では、これらのイベントのほか、システム管理
者に必要な知識とスキルの習得を目指すスキルアッププログラム「シ
ステム管理者認定講座」のオンライン開催を通じて、システム管理者
の育成と、その地位向上や業務の認知を目指し活動しています。興味
のある方は、「システム管理者の会」のWebサイトにて情報を発信して
いますので、ぜひ一度ご覧ください。

第16回システム管理者感謝の日イベント 開催報告システム
管理者の会

浅見様　橋谷田様　井上様

詳細はこちら 「システム管理者の会」
https://www.sysadmingroup.jp/ 

株式会社インテック
川中様

アース製薬株式会社
作地様

東京海上日動システムズ株式会社
清水様

第一生命情報システム株式会社
井上様　浅見様　橋谷田様

基調講演   「すべてを激変させる新潮流
    メタバースとシステム管理者のゆくえ」

コロナ禍をきっかけに働き方やコミュニケーションが変化を遂げ、利便性は向上
しているが偶然の出会いや雑談の機会が減ってきていること、それを解決するもの
がメタバースとなります。また今までのシステム管理とメタバースにおけるシステム
管理には違いがあり、メタバース空間の管
理、ルールや規制、マナーといった点の知
見も必要になってくるとのことでした。メタ
バースがとても身近なものになると同時に、
その管理について異なるスキルが必要とな
るなど、ご視聴された皆さんとってとても刺
激的な講演となりました。

日本マイクロソフト株式会社 
エバンジェリスト・業務執行役員

西脇 資哲 様

「6年前に初めてVRで空間に絵を描く体験をした際に、感動し心に刺さった」こと
がきっかけでVRアーティストになられたせきぐち様ですが、VRアーティストという職
業の前例がなかったときにも、今後の自分の仕事(職業)になると確信したとおっ
しゃっていました。また、「メタバースやVR
の世界は、あらゆる人の人生の幅を広げる
可能性がある」とメタバースの魅力を語っ
ていだくとともに、「最新技術の中でもシス
テム管理者の方の支援は必ず必要になる。
システム管理者視点だからこそ気づける課
題や仕事があるため、ぜひ体験してほしい」
と語っていただきました。

VRアーティスト

せきぐち あいみ 様

「メタバースによる変化、そして未来とは」特別講演１ 

世の中のテクノロジーは日進月歩で進化、成長をしており、テクノロジー主体となっ
てイノベーションが起きている事例が増えたことをお話しいただきました。例えば、
企業におけるDX推進の障害、経営者と情報システム部門とのギャップや乖離は少な
からず発生しており、経営課題に取り組みつつもITイノベーションを巻き起こす「イノ
ベーションを活用し事業貢献するゲームチェンジャー」が今後の情報システム部門に
求められるとおっしゃっていました。また今
後は、IT全般の取り組みとしてDXを推進す
るために自ら考え、行動をする人物、人材を
今の段階から育てる必要があるということ
を語られました。講演の最後には、チャット
に寄せられた質問・コメントにもお答えいた
だき、非常に盛り上がりました。    

喜多羅株式会社 Chief Evangelist　

喜多羅 滋夫 様

特別講演２  「デジタル活用で結果を出す
   ～その時システム管理者は～」

https://cl.unirita.co.jp/mg65-sys_p
https://cl.unirita.co.jp/mg65-qu_p
https://cl.unirita.co.jp/mg65-uni_p



